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減少し,体 力低下,肥 満,生 活習慣病を招き,夜 型の











問題点が指摘 されている。それは学校(養 成校)で の
シークエンス=sequence(教科 目の配列)の 問題,保
育実習時期,保 育士の専門性とふ りかえり教育,ま た
地域社会との連携 ・支援,保 護者 との連携 ・支援,保
育サービス,現 場保育者の リカレン ト教育 ・キャ リア
アップ教育等 々,多義にわた り様々な要求が保育者に
求められている現状である。その基礎教育の体験の場
である保育実習では,学 校で学んだ理論 ・実習 ・実技
な どが現場でどのように活用実践 されているのか 「体
験 ・観察」 し,理論 と実践 との関係を学び取 り,また,




















幼稚園 と保育園 どちらに行かせたい と思いますか,ま
たそれは何故ですか」,についての回答を集計 し,それ
を基に表題(テ ーマ)に ついて考察を展開した。




質問項目1.「保育実習(幼 稚園 ・保育園各々)か ら
学んだことは何で したか」に対する様々な自由記述内
容から12項目にまとめ表1に 示 し,それを図1に 表 し
た。また各項目の内容を表2と 表3に 示 した。
(1)「こどもへの関わ り方(接 し方 ・対応)」につ
いては,保 育園38.6%,幼稚園29.0%と,両者 とも一
位であ り高い比率を示 した。その内容を表2(保 育園
実習の場合)と 表3(幼 稚園実習の場合)か ら対比し
てみると両者 とも,① 一人ひ とりのこどもを尊重し,
こどもの目線に立ち,見 守ること,平 等に扱 うこと,
② こどもと一緒 に共感 し楽 しみ,コ ミュニケーシ ョン
をはか り信頼関係 を築 くこと,③ お母さん代わ りとし
て接 し,こ どもへの気配 りと配慮,ま た,し つけ(叱
りかた,ほ め方)が 大切であること,④落ち着きのな
い こどもへの対応,け んかの扱い方,障 害児に対する
対応の仕方などは同じであったが,一 方,保 育園では
異年齢への関わ り,長 時間児の受け止め方 ・接 し方に
関する記述があった。これは保育園では年齢幅が広い
こと,長時間,特 に一 日の大半を園生活にあて過 ごし
ていることにより,親代わりとしてケアをどのように




深 く入 り,個々の特徴をつかみ,素 養を引き出し,対
処 ・指導 ・援助ができるか」に気づきがあったと思わ
れる。幼稚園 ・保育園ともにこどもへの関わ り方(接










を表2・ 表3か らみると,保 育園 ・幼稚園両者 とも,
①保育形態 として自由保育,設 定保育,縦 割 り保育を
行っている,② 保育方法 としてモンテッソーリ教育を
取 り入れている,年 齢に合った,ま たこども一人ひと
りに合った教育 ・保育,ユ ニークに工夫された教育 ・
保育,目 標を持たせながらこどもをほめることにより,
やる気 ・意欲などの伸ばし方を考慮 している,③ 指導
案(日 案 ・部分案)の 書き方,一 日の流れ,日 誌の書
き方の大切 さがわかった,と なっている。両者の相違
は,保 育園では掃除,食 育の大切 さ,給食教育の大切
さ,わ らべ歌,リ ズムあそび ・手遊び ・鉄棒あそびな
どの 「あそび」の大切 さに重点が置かれていること,
こどもへの接し方 ・対応 ・対処の仕方を基 にいかにこ
どもの生活を支え,ケ ア してい くか,こ ころを育み,
様々な方法で保育を遂行していくかに重点がおかれて
いるところであ り,一方,幼 稚園では年齢が高い こと
から指導援助をお こな う技術 としての丁寧な言葉づか
い,き れいな言葉で話すこと,わか りやすく話す こと
の重要性,ピ アノ ・体育 ・絵本読み ・国語力のつけ方,
接 し方 と指導 ・援助法など教育技術的な面 に重点がお
かれているところであった。
以上,保 育方法においては,保 育園 ・幼稚園 ともに
同じ傾向にあるが,保 育園の場合は長時間の子供 との
関わ りのため,あ そびを通 して園生活を援助 ・指導 し
なが ら教材作 りに頑張っているところに気づきがあっ
たことが伺えた。幼稚園の場合は保育園より余裕ある







両者 に隔た りが見られた。 これは,保 育園は0～5歳
児を対象に幅広い年齢に対 して,幼 稚園は3～5歳 児
と年齢幅の小 さいこどもを対象に教育 ・保育 している
ことの違いで,保 育園での0歳 児(乳 児)の 目ざまし









1.こ どもへ のか かわ り方
① こ どもへ の関 わ り
異 年齢へ の関 わ り,個の尊 重,こ ど もへ の配慮,コ ミュニ ケー
シ ョンの大切 さ
こ どもの立場 に立 つ,様 々な 気づ き と気 配 り,こ ども を しっ
か り理解 す る
共 感 して楽 しむ
② こ どもへ の接 し方 ・対応 の仕 方
見 守 る大切 さ,お 母 さん の よ うに接す る,障 害 児へ の 対応,
長 時間 の受 け止 め方
2.保 育 方法
縦割 り保 育,自 由保 育,設 定保 育,年 齢 にあ った保 育,一 人
一 人 に合 った指導
モ ンテッソー リ教育,ほ める大切 さ,掃除の大切 さ,食育の大切さ
給食教育の大切 さ,行事に関する指導,上 手な保育法,一 日の流れ
日案の つ け方,日 誌 のつ けか た,あ そび(リ ズム あそび ・わ







年 齢 に よる発達 の違 い
か らだ の発達,こ こ ろの発達,成 長発達 の個 人差
援 助 ・お世 話
食 事 の世話,授 乳 法,オ ム ツ換 え,ト イ レ ・トレー ニ ング,
0才 児 の お世 話
絵 本読 み,は な しか け
言葉 ・声 か け
0才 児へ の言 葉か け,各 場面 で の声か け ・言 葉 かけ
保 育者 自身 の気 づ き
積極 性,向 上心 と学 びの 心,勉 強 の必要性,や りが い,視 野
が広 くなっ た根 気 強 くな った,人 間関係 の大切 さ,仕 事 の厳
しさ,保 育士 と しての心 構 え
先生 の役 割
その他
生活 習慣(生 活 リズム)の 確立 の大切 さ ・安全 面(目 を離 さ
な い)の 注意














助 ・お世話 に続いて上位にランクされた。 これは,保
育園 ・幼稚園とも指導 ・援助法 としての言葉かけ ・声
かけがこどもとのコミュニケーシ ョンを形成 し,言 葉
による働きかけが こどもの意欲を引き出し,積極性 ・






育園 ・幼稚園ともに,① 仕事の厳しさ,真 剣さを知っ
た,② 保育士としての構え,関 わ り,役割の大切 さ,
③保育者 として多 くのことを勉強しなければならない
こと,④ こどもを愛する大切 さを知 り,気持の余裕を
持つこと,また保育者自身も楽 しむこと,⑤根気強 く
なった,視 野が広 くなった,積 極性が大切,や りがい
のある仕事と感じた,な どにまとめられた。園での様々










の大切 さ,②幼稚園では生活習慣 とともに,身 だしな




















育の大変さ,重 要さを感 じ取った と思われる。
一方,幼稚園の場合は 「安全面での気づき」は低年
齢を扱っていないことにより常識範囲内のことと受け
止めたこと,ま た,こ どもの好奇心,冒 険心など意外
性 ・危険を越えての行動による行為に遭遇 しなかった
幼稚園実習の場合
1.こ どもへ のかか わ り方
① こど もへの関 わ り
こど もと共 に楽 しむ,個 々 を尊 重す る,コ ミュニケ ー シ ョン
の大 切 さ
信頼 関係 を築 くこ と,お 母 さん のよ うにな る こと
② こど もへの接 し方 ・対応 の仕 方
平等 に扱 う,こ ころ配 り,気 配 り,こ ども を見 守 る保育,こ
どもの様 子 を受 け止 め待 つ姿 勢,落 ち着 きの ない こど もへ の
接 し方,け ん かの扱 い
叱 り方 ・ほ め方,障 害 児の接 し方
2.保 育方 法
設定 保育,縦 割 り保 育,モ ンテ ッソー リ教 育,こ ども にあ っ
た保 育
年齢 別保 育の 方法,意 欲 の育 て方,良 い点の伸 ば し方,自 信
の つ け方
全体 把握 の大切 さ,指導 援助 ・工 夫す る ことの大切 さ,ユニー
クな指導 援助 法
きれいな言葉での話 し方,日 誌のつけ方,指 導案 ・部分案の立て方






年 齢 に よる発達 の違 い
自分 を しっか り持 って いる 自立 して いる,頑 張 る姿 ・観察 力
の素 日青しさの発 見
優 しさ ・思 いや りの ここ ろの 発見,各 年 齢別 ク ラスの特 徴
な し
言 葉 ・声 かけ
問 いか け,そ の 場 に応 じた言葉 か け ・声 か け,意 欲 を引 き出
す言 葉 かけ
保 育者(実 習生)自 身の 気づ き
保育 者 自身が 楽 しむ,積 極性 が必要,広 い視 野 を持 つ こ と
余裕 を持 つ こ との大 切 さ,物 を大切 にす る気持,愛 す る大 切
さ,時 間を守 る こ と
延長 保育 の大切 さ,保 育 全般 を知 っ た
その他
生活 習慣 の大切 さ,保 護者 との関わ り,教 育的 な こと を学 ぶ
(教育 のあ りか た,環 境 の作 り方,人 格 を作 る基盤,教 育 理
念 な ど),一人担任 の大切 さ
責任 感 を もつ,役 割 や雑用 をこなす こと,体 力の必要 性,掃
除 の大切 さ
こと,実 習 においては自己決定範囲内でできた こと,
などにより特に危機感など感 じられなかった結果では






合は保育園 ・幼稚園,両 方 とも1～2%と 低かった。
実習生なので保護者 との関わりが少なく,コ ミュニケー




























あそび ・紙芝居 ・手あそび ・パネルシアターなどであ
り,す ぐに実践指導に役立つ指導 ・援助法を基にした
教科であったことか らではないかと思われる。第三に
「保育内容 ・言葉」が14.9%であった。 この科 目は,
言葉の発達,コ ミュニケーションの手殺,さ らに言葉
あそび,紙 芝居,絵 本読み,パ ネルシアターなどの実
際を含んでいたことによる結果であると思われる。第
四位の 「人間関係」は9.9%であった。これは人との関





はミルクの飲ませ方,オ ムツ換え,沐 浴な どの実践指
導の内容で,幼 児体育も,こ どもの運動あそび,表 現
あそび(リ ズム体操 ・リズムダンス ・リトミックなど)
であり,と もに保育園 ・幼稚園です ぐに役立つ内容の
授業であった ことによる回答ではないか と思われる。
第七位に 「図工」5.6%と「造形表現(鉛 筆,色 えんぴ
つ,ク レヨン,水彩,色 がみ,ね んどなど,立体表現」
で,第 八位に 「環境」4.6%となっている。割合は少な




所保育指針に基づ く5領域 を中心にした教科 目であっ
た。音楽 ・体育 ・図工 ・教材研究など,ま た小児保健












生(19.9%),④穏やかで優 しく接 し,感情豊 かな,こ

























せたい と考えている学生は,第 一に,自 由でのびのび
としている,自 分が仕事を続けたい,第 二 に他のこど




せた くない,3歳 までは自分で育てたい,第 二に,自
分が幼稚園出身だった,と いう内容であった。この結
果により,保育園 ・幼稚 園のそれぞれの特徴 と良 さ,










習に役立った授業科 目」の項 目,さ らに,3.「将来ど
のよ うな保育士にな りたいか」,4.「生涯,保 育士を
続けたいか」,5.「将来,あ なたのこどもを幼稚園と
保育園どちらに行かせたいか,そ れは何故か」の5項
目についての回答 を集計 し,それを基 に考察 した。
その結果,多 くの学生は,① こどもに対しての接し
方,関 わ り方,② 対応 ・対処の仕方,③ 保育方法(一
人ひとりを尊重 し,こ どもの素養を引き出す指導 ・援
助法など),④言葉かけ ・声かけ,な どがこどもの意欲
に結びつき積極性 につながることの"気 づき ・学び"
があり,ま た年齢 による発達の違い,こ どもの食事 ・
安全 ・衛生面における配慮 ・援助の大切さ,保 育士の
仕事全般を通 して教育的なことを学びとり,自分 自身
(保育者自身)に 対しての気づきにより,保育士とし









らえるクラス ・環境作 りが出来る保育士"な ど,人間
的な面での幅広い,寛 大な許容量のある保育士にな り
たいと考えている。
以上,保 育園 ・幼稚園における実習を通 して様々な
こどもや保育士の先生 との出会いにより,学生たちは
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